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Abstract 

 

 

The 3rd NINS Symposium on Engineering and Technology was held on 24-25, July 

2008 at National Institute for Fusion Science (NIFS), organized by Department of 

Engineering and Technical Services, NIFS.  This Symposium is continuation of an 

annual series.  The 1st one was held on 25-26 July, 2006 organized by National 

Astronomical Observatory of Japan.  The 2nd one was held on 25-26 June, 2007 

organized by Institute for Molecular Science.  This proceedings is a compilation of 

papers presented at the symposium.  49 participants from 5 institutes of NINS attended 

this symposium and 23 papers were presented. 
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第三回自然科学研究機構技術研究会の開催にあたって 
 
                   核融合科学研究所技術部長 山内健治 

 

 自然科学研究機構が発足して５年を迎えました。大学共同利用機関の４機構のひとつ

として異なる分野の天文台と４研究所が自然科学研究機構に組織されましたが、天文、

生物、分子・化学、エネルギーと研究対象が大きく異なった研究所の組織ですので、そ

こに勤務する技術職員の業務や組織形態も随分異なっています。 

 法人化以前から大学共同機関の技術組織の代表が集まり、将来どのような技術組織形

態、業務形態が望ましいかを議論してきました。法人化後も機構内の組織の代表者で「技

術会議」を定例で開き、技術職員に関する問題について検討を行ってきました。    

会議の中で天文台より、機構内の技術職員が互いの技術を研鑽する機会の一端として

機構内技術研究会を設けてはどうかと提案があり、折りしも、機構内の「分野間連携研

究」の事業が進められている時期であり、他の研究所の技術職員の業務についての知識

に乏しいことがありましたので、連携研究への技術対応や機構の研究所の技術職員につ

いての相互理解が必要との認識から進めることになりました。 

理工学系の研究所では分子科学研究所、核融合科学研究所、天文台や大学が順番で年

１度開催する技術研究会があり、生物系の生理学研究所、基礎生物学研究所では合同で

生物技術研究会・生理学技術研究会を毎年開催しており、それぞれの内では理解があり

ましたが、理工系と生物系の技術職員が一堂に会して業務報告等をすることは無かった

ので、発表形式についても随分議論しました。 

当初は、５研究所で研究支援の共通の技術である「データの可視化」を取り上げ、こ

のテーマを中心として発表を行いましたが、反省として専門用語が互いに理解できない

という意見が出てきました。従いまして２回目からは、極力専門用語を使わないか、あ

るいは使う場合には、用語を説明することを義務付けました。今回も実施する前に各担

当委員が集まり理解できない用語がないか、注釈は付けられているかチェックしました。

この様にして出来るだけ互いの業務や業務形態が理解できたら、次にその良い点を取り

入れていくべきだと思います。また、もう一歩進んで機構内での技術連携が実施出来る

ことを目指していきたいと思います。 
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分子研装置開発室における先端加工技術開発の取り組み 
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分子研・低温施設の紹介 その１ 
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分子研広報室の業務紹介 
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太陽観測所の紹介 
 

篠田 一也 
国立天文台 太陽観測所 

 

１．太陽観測所について 
 2006 年に打ち上げられた太陽観測衛星“ひので”は、今までにない観測画像を撮り続け、素晴らしい成果

を上げているが、国立天文台太陽観測所では、地上からの太陽観測として衛星では出来ない継続的な周期観

測を中心に、汎用性の高い複雑な観測や試験的な観測などを行っている。 

 

１．１ 太陽研究グループ 

 国立天文台にある太陽研究グループは、観測手段で下図のように分けられている。各グループ同士は直接

には関係ないが、それぞれに所属している研究者同士が集まり研究者連絡会を組織している。 

 

 
１．２ 技術系職員の役割 

 太陽観測所は三鷹キャンパスと乗鞍に観測施設があるが、右の表にある

ように、規模の割には専任（常駐）研究者が極端に少ない。二つの観測施

設は、技術系職員と契約職員で観測業務の他、運用など行っている。技術

系職員の三鷹と乗鞍における主な役割を下記にまとめる。

 

三鷹では 

 ・毎日の観測業務（主に契約職員） 

 ・観測装置の保守管理 

 ・観測データの整理（実作業は契約職員）  

・観測所運営のための雑務 

・観測装置製作と測定試験 

 

 

乗鞍では 

 ・観測所での生活維持 

 ・毎日の観測業務 

 ・観測装置の保守管理 

 ・共同利用者のサポート 

 ・観測所運営のための雑務 

 

 表２．は６月の観測当番表である。乗鞍勤務は一週間交代で、勤務中は休暇が取れないため、他の日に振

り替えて休むことになる。３名の特定契約職員は、週に二日の割合で三鷹キャンパスの観測当番に入ってい

るが、乗鞍が開所中の夏期は、三鷹で観測当番以外の業務を行う時間はほとんど無い。よって、観測装置開

発などは冬期に集中することとなる。 

研究系職員 ５名（３）

技術系職員 ８名 

特定契約職員 ３名 

支援員 ７名（１）

合計人数 ２３名（４）

理論研究部 電波研究部

太陽天体プラズマ研究

部

・ シミュレーションによる太陽観測

太陽理論研究者

・電波による太陽観測

「野辺山太陽電波観測所」

・衛星による太陽観測

  「ひので科学プロジェクト」

・地上からの太陽観測

 「太陽観測所」

「乗鞍コロナ観測所」
図 1．太陽研究グループ

表１．職員構成（括弧内は併任）
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

６月の観測当番表

三鷹観測当番 休日及び振替

契
約
職
員

技
術
系
職
員

乗鞍出張

 

２．三鷹キャンパスの観測装置 

 三鷹キャンパスには、定常的に太陽を観測するための観測装置が５台あり、

毎日観測当番が一人で全ての観測を行っている。 

 

２．１ 太陽フレア望遠鏡 

 太陽フレアとは、太陽で起こる大爆発のことで、黒点近傍の磁場のひずみ

が原因で起こると考えられている。これを検証するために、口径 15cm と

20cm の望遠鏡が２本ずつ搭載され、太陽表面の磁場分布とガスの流れを計

測すると同時に、黒点の形の変化、水素のＨα線によるフレアの観測を行っ

てきた。現在は、新しい観測装置、赤外マグネットグラフ搭載作業のため、

観測を休止している。

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．太陽フレア望遠鏡

図 3．観測例 

左上：磁場分布、

右上：速度場（ガ

スの浮沈）、 

 

左下：Hα線による

太陽フレア、 

右下：太陽黒点 

表 2．6 月の観測当番表
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２．２ STEP・MOF 望遠鏡 

 この２台の観測装置は、太陽全面を観測しており、STEP 望遠鏡は主に

太陽表面の運動の様子を観測している。MOF 望遠鏡は、電通大と共同開発

した特殊なフィルタにより、ナトリウムの光で見た太陽像を観測してい

る。                

 

２．３ 新黒点・Hα単色像望遠鏡 

 この２台も太陽全面を観測している。新黒点望遠鏡は、太陽黒点の長期的変動を観測し続けている。Hα単

色像望遠鏡は、太陽フレアを検出するための観測装置である。 

図 5．新黒点・Hα単色像望遠鏡         図 6．８０年間の黒点位置を表した蝶形図 

 

３．乗鞍コロナ観測所 

乗鞍コロナ観測所は、北アルプス乗鞍山系摩利支天岳（海抜 2876m）頂上に太陽コロナを観測する目的で、

1949 年に開設された。太陽コロナは、地球で言うところの大気にあたり、明るさが太陽表面の百万分のーほ

どしかなく、空の背景光が少ない高山でなけれぱ観測ができない。また、高山のシーイングの良さを生かし

て、太陽面上の現象の観測的研究も行っている。

 

 

 

 

 

 

図 7．観測所近辺 

観測所の真ん中を岐阜県と長野県の県境が

通っているため、住所はどちらの県にもある。

開所作業時は、左図の上側にある畳平駐車場

から、約一時間ほどかけて雪の上を歩いて登

山する。また、下側にある権現池の水を、昨

年まで生活水として利用していたが、保守の

ために険しい山道を片道 1 時間以上かけて行

くのは、非常に困難を伴う作業だった。 

畳平駐車場

権現池

岐阜県側 長野県側

県境

コロナ観測所

図 4．左側が STEP,右側が MOF 望遠鏡
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３．１ 乗鞍の観測装置 

 淡い光の太陽コロナを観測するには、特殊な仕組みのコロナグラフと呼ばれる望遠鏡が必要である。乗鞍

には 10cm コロナグラフ、自動コロナグラフ、25cm コロナグラフの３台のコロナグラフがある。２台の有効

径 10cm のコロナグラフは特殊なフィルタを用いて、太陽全面のコロナを観測している。25cm コロナグラフ

は大型回折格子を用いてコロナの分光観測を行っている。 

 

 

 

 

図 8．乗鞍の観測例 

左図:10cm コロナグラフによる

太陽コロナ、 

右図：25cm コロナグラフによる

赤外線（10830Å）で見た太陽像、  

 

３．２ 乗鞍での生活 

1998 年より冬期期間は閉所し、5 月中旬から 11 月初めまでの夏期のみの運用となっている。勤務体制は、

３名ずつの一週間交代の出張による勤務となっている。通常の登下山は、麓の鈴蘭連絡所に置いてある公用

車にて、観測所の玄関まで乗り入れることが出来る。開所・閉所時は積雪により通行不可能となるため、進

入できるところまでは公用車で進入し、そこから先は徒歩にて登山する。 

自動車による通行が可能な期間（７月～10 月）のみ、食事作りのため業務支援員２名が交代で高山市から

毎日通勤してきている。水道も夏場はトラックにより麓から運んでもらっているが、通行不可能な期間は雪

を集めて溶かしている。その他、ライフラインは下記のようになっている。 

・乗鞍の主なライフライン                         

   電気：ディーゼルエンジンによる自家発電、 

   水道：開所時は雪からの水作り、夏期は水道水を購入・搬入、 

   ガス：プロパンガス購入、 

   電話：自動車電話、 

   LAN：松本市との間で長距離無線 LAN を開通、 

 

３．３ 最後に 

 来年開所 60 周年を迎えるが、来年度で共同利用としての役目を終える。厳しい自然環境の中、建物及び観

測設備の老朽化が進み、年々維持運営が難しくなり、2006 年 9 月打ち上げられた太陽観測衛星「ひので」と

のコロナ共同観測で成果を上げることで区切りとすることになった。

［参考文献・資料］

国立天文台太陽観測所の WEB サイト http://solarwww.mtk.nao.ac.jp/jp/solarobs.html 

国立天文台 ひので ホームページ http://solar-b.nao.ac.jp/index.shtml 

乗鞍コロナ観測所 40 年誌、及び乗鞍コロナ観測所 50 年のあゆみ 

 国土地理院 地図閲覧サービス（ウォッちず) 

図 9．厳冬期の乗鞍コロナ観測所
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木曽紫外超過銀河（K U G）の探査観測とカタログ作成 

 

宮内良子 

国立天文台 光赤外研究部 

概要

東京大学大学院理学系研究科 天文学教育研究センター 木曽観測所のシュミット望遠鏡を使って紫外超過銀

河（銀河のなかでも紫外線がより多く出ている青い銀河）の探査観測を行い、カタログを作った。

写真乾板による最後の探査観測である。観測後、写真乾板より紫外超過銀河を検出し、位置星表を使い位置

測定をし、その他の情報と合わせて紫外超過銀河の表・図を作成した。

ほぼ、同名で木曽観測所の共同研究をしている。紫外超過銀河の研究の一環であるが、より技術的な面を取

り上げて紹介する。

◎はじめに

・紫外超過銀河とは赤い色と青い色を比べると青い色が強い銀河 → 若い活動的な銀河

・探査観測とは空のある領域をくまなく観測してそこにある特定の天体をすべて拾い出す 

→ 詳しい情報を得る

・カタログとは個々の天体に対して細かく詳しい情報を表・図として著す。

○天文学におけるカタログとは？

天体の物理的量に関する資料集 → 星表

星表の与える天体の位置を図にしたもの → 星図

・主なカタログの種類

眼視用星図  Star Atlases and Charts for Visual Use 

写真星図  Photographic Star Atlases 

写真天図星表  Astrographic Catalogues

基本星表  Fundamental Catalogues

位置星表  Position Catalogues

彗星および小惑星のカタログ  Catalogues of Comet and Minor Planets

人口天体のカタログ  Catalogues of Artificial Satellites and Space Probes

流星に関する星図・星表  Charts and Catalogues about the Meteors

変光星カタログ  Catalogues of Variable Stars

二重星・実視連星のカタログ  Catalogues of Double Stars and Binary Stars

近接連星のカタログと数表  Catalogues and Tables of Close Binary Stars

三角視差・固有運動および視線速度の星表

 Catalogues of Trigonometric Parallaxes, Proper Motions and Radial Velocities of Star 

星の明るさと色の星表  Catalogues and Lists of Stellar Photometric Data
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恒星総合カタログ  Synthetic Catalogues of Stars

太陽スペクトル図表  Tables and Atlases of the Solar Spectrum

星雲・星団のカタログ  Catalogues of Nebulae and Star Clusters

→ 銀河のカタログ  Catalogues of Galaxies

電波源カタログ  Catalogues of Radio Sources

Ｘ線源、ガンマ線源のカタログ  Catalogues of Ｘ－ray and －ray  Sources

赤外線源のカタログ  Catalogues of Infrared Sources

紫外線源のカタログ  Catalogues of Ultraviolet Sources

・・・・・・・・・ 

・ 特に銀河のカタログについて 

＊ 古典カタログ、明るい銀河のカタログ、シュミットサーベイに基づく暗い銀河のカタログ、 

    銀河団・銀河群のカタログ、特異銀河のカタログ、紫外超過銀河のカタログ（KUG ）、 

AGN とクエーサーのカタログ、・・・・・・がある。 

○サーベイ（探査）観測と解析方法 

・ スペクトル写真を撮る方法 

       対物プリズムによるスペクトル解析 

→・ 多重露出法 

    異なるカラーバンドで撮った写真の比較 

・ ブリンク法 

    同じ天域を異なる日時に撮影した 2枚の乾板をモニタースクリーン上に 

    像が 1秒に 2～3回交互に切りかわって写し出す 

・ ネガポジ重畳法 

  2 枚の乾板のうち 1枚をポジにしてもう 1枚に精密に重ねる 

・ コンピューターによる探査 

    エジンバラ天文台の COSMOS etc. 

 

◎木曽紫外超過銀河(Kiso Ultraviolet－excess Galaxies)の探査とカタログ作成 

・ 木曽観測所のシュミット望遠鏡によって多重露出法で 

撮影された乾板から紫外超過銀河を探す。 

・ シュミット望遠鏡の特徴 

  広い視野  6 度Ｘ6度 

・ 乾板の大きさ： 36ｃｍＸ 36ｃｍ 

・ なぜ、青い銀河か？ 

青い光は赤い光に比べて振動数が高く、したがって 

エネルギーも高い。つまり、青い銀河はいろいろな 

意味でエネルギッシュな銀河が含まれている。 

                             シュミット望遠鏡 → 
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表１

◎まとめ 

カタログ I－XVIII（1984－1993） →１st カタログ 

・探査総数 8,968 個 

（170 天域＝5,100□°、数密度＝1.8 個／□°、 

限界等級＝17～18.5） 

重複を除く探査総数は 8,104 個 

２nd カタログ I－VI（1998－2005） 

・探査総数 2,052 個 

                           （62 天域＝1,860□°、数密度＝1.1 個／□°、 

限界等級＝～18.0） 

重複を除く探査総数は 1,994 個 

       図２．
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マウス摂水量連続計測装置の開発

佐治 俊幸
自然科学研究機構 生理学研究所 技術課

１．はじめに
実験動物の飲水量を計測することは、動物実験において一般状態観察における基本事項の一つであり、

通常は代謝ケージを用いて計測されている。また、飲水量測定は、単に一般状態観察だけにとどまらず、
腎臓疾患等の代謝系の動物実験には不可欠なパラメータであり、近年盛んに行われる行動解析におけるパ
ラメータとしても有用な指標となっている。しかし、給水瓶を用いた飲水量計測では、必ず飲みこぼしが
発生し、正確な飲水量の測定が困難である。このため、代謝ケージには、この飲みこぼした飲水を回収し
計測値を補正する工夫が懲らされているが、多数の動物を用いたスクリーニングや行動解析実験に使用す
るには煩雑すぎる。また、代謝ケージでの飼育では単位時
間当たりの飲水量を長期間にわたって連続的に測定出来な
いだけでなく、大きなストレスが動物にかかり正確な測定
が出来ない。そこで、通常の飼育ケージを用いて、容易に
また正確に飲水量の計測が可能な飲水量連続測定装置を試
作した。

２．飲水量連続計測装置の概要
近年、滅菌水パックに滅菌ノズルを刺入して給水する給

水システム(ハイドロパック 製 ) が考案さLab Products
*1

れ実用に供されている。このハイドロパックを自然科学研
究機構動物実験センターの協力の下に試用試験をしたとこ
ろ、飲みこぼしをしないことが判った 。そこで、飲みこ

*2

ぼしが無いことを前提にすれば、ハイドロパックの重量の
みの計測で飲水量を計測できると考え、このハイドロパッ
クを使用した飲水量連続測定装置(図 )を試作した。1

３．測定部の構造
ベース部の下部に電子天秤( 社製 )を設置し、上部にA&D FX1200i

*3

飼育ケージ(夏目製作所製 )を設置する。 ケージ蓋は、ハイKN-60101
*4

ドロパックを納めたバスケットが入る穴を加工する(図 )。このバス2

ケットは、電子天秤の秤量皿上に設置されたアームに固定され、アー
ム及びバスケットを含めたハイドロパックの重量が計測される。秤量
皿、アーム及び、バスケットは、ベース部、ケージ及びケージ蓋に接

SUS304触しないように設置される バスケット及び蓋の加工作製には。
を、その他にはアルミを使用した。

４．制御部の構成
RS232C RS232C USB電子天秤は、通信用インターフェースとして、 が搭載されている。この の信号を

信号に変換しコンピュータと通信を行う。変換には シリアルコンバータ(ラトックシステム株式会社USB

製 )を使用した。このため、理論的には 台までの制御が可能である。REX-USB60F 127

制御プログラムは、 上で動作する を用いて電子天秤を制御している。 のみでは、Windows VBA VBA

通信ポートの制御が困難であるため、 をインポートした。 は、シリアルポートを手EasyComm EasyComm
*5

軽に利用することを目的とした 系のモジュールであり、 ( 版)以降の にVisualBasic Office97 Windows VBA

対応し、 や などで使用できる。 ポートにも対応しており、 ハブにより分Excel97,2000,XP Access, USB USB

岐された複数の 接続機器とのデータの授受が可能である。USB

今回は、 台の装置が制御可能な 用のプログラムを作製した。プログラム上から、使用ポート、5 Access

測定インターバル、格納ファイルの設定が行え、逐次計測データのグラフ化も可能である。また、計測デ
ータは、 の 形式で出力が可能であるため、その後の解析やグラフ化が容易に行える。Excel Book

５．試用実験 －マウス飲水量の長期連続計測－
試験動物： 週齢 メス 匹ICR 4 5

試験機材：試作した飲水量連続測定ケージ 台5

試験方法： 週間の飲水量の連続測定11

計測間隔は 分 点灯 消灯の 時間照明(明期 暗期 )10 8:00 20:00 12 08:00-20:00 20:00-08:00

 
図 飲水量連続計測装置1

 図２ ケージ蓋の加工
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結果および考察
図 は、５匹のマウスの 時間当たりの平均飲水量を測定全3 1

期間にわたり時系列順に表示したグラフと 週齢全期間の時5-14

間当たりの平均飲水量であり、グラフのグレーの部分が暗期を
示している。

10測定の結果、時間当たりの飲水量は、右のようになった。
分毎の計測が長期にわたり連続記録可能であった。また、計測
途中でのデータ欠落も発生しなかった。

６．摂水摂餌量連続計測装置
この計測装置の発展型として、摂餌量と行動パターンのビ

デオ録画も同時に行えるホームケージ行動解析装置の試作も
行っている。試作器は完成しており、試用実験の準備を進め
ている。図４に摂水摂餌量連続計測装置の試作器を示す。装
置の左部分にハイドロパックを用いた摂水量測定部、右部分
に摂餌量測定部分があり、マウスは、共にケージ側面からア
クセスできる。図４では、ビデオ撮影部分が搭載されていな
いが、ケージの上部にビデオカメラが搭載されたカバーを設
置して実験を行う。

７．まとめ
この摂水量連続測定装置を用いることで、一日当たりの摂水量の計測だけでなく、単位時間当たりの摂

水量の計測が容易に行えた。電子天秤とコンピュータとの通信は、 を使用するため、複数台の測定ケUSB

ージを 台のコンピュータで制御することができる。これらのことから、摂水量連続測定装置は、行動解1

。 、 、析学や代謝生理学の実験に使用可能と思われる また ホームケージ行動解析装置と組み合わせることで
表現型解析プロジェクトの推進に役立つと期待される。

謝辞
本装置の試作・実験に関し、自然科学研究機構動物実験センターのスタッフの皆様の協力を得ました。

また、生理学研究所行動様式解析室の宮川剛客員教授のご助言を得ました。ここに感謝致します。
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図３ の１時間当たりの平均飲水量ICR

（全時間データと ～ 週齢の平均飲水量)5 14

図４ 摂水摂餌量連続計測装置

暗期 明期
ICR♀ Mean 0.40 0.14
n=5 S.D 0.22 0.12

( 週齢を除く）4

4.80ml一日当たりの暗期の飲水量
1.68ml一日当たりの明期の飲水量
6.48ml一日当たりの飲水量
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研究室における技術職員の技術支援について

伊藤昭光
生理学研究所 技術課

概要
生理学研究所における工学系の技術職員が研究室で行う技術支援は、生物・化学等の分野までおよび、幅

広い技術を求められているのが現状である。そのような状況の中、個々の専門技術を生かすために、新しい

技術の習得や指導等を試みている。

今回は、研究室で行った PIC を用いた刺激用パルス発生器の製作から始まり、研究所が推進している「生

理科学実験技術トレーニングコース」への取り組みに至るまでを報告する。

1 技術職員の研究室における業務
生理学研究所における技術職員の技術支援体制は、研究系と施設系の２つに大きく分かれている。施設系

は計算機や機械工作、分析機器など比較的技術や業務を把握しやすいが、研究系は研究室や研究内容により

求められる技術が大きく異なるため、把握が難しいだけでなく技術の継承もままならないのが現状である。

1.1 日常業務

・ネットワーク管理、ホームページ保守

・コンピュータ・各種機器のセットアップ及びメンテナンス

・工作室整備、機械・電気工作

・７階・サル飼育室完成に伴う飼育室・前室・処理室・機械室の管理・保守・整備

・実験室設備計画・設計、地震対策

・手術準備、補助、動物の世話

・一般薬品、消耗品・備品等の発注、伝票の集約、予算管理

・毒劇物管理、薬品管理、備品管理、廃棄物処理

・研究会・講義・セミナー等のサポート、研究支援推進員の仕事の掌握

1.2 研究室外業務（技術課、共通業務等）

・技術課スタッフ会

・共通機器、共通業務（屋上純水装置更新、コピー機、大判プリンターの故障）

・研究会等のサポート

2 PIC を用いたプログラマブル刺激用パルス発生器の製作
2.1 製作目的

研究室で行っている生理科学実験技術トレーニング

コース用に PIC を用いた実習準備の過程で、教授から実

験で使用する刺激用パルスを発生する装置ができない

かと依頼があった。実習で使用する回路は既にサンプル

を準備してあったので、これを用いてプログラムの試作

を行うこととなった。

製作では、PIC を用いることにより回路を簡略化でき

るだけでなく、パルスの間隔やタイミング、パルスの個

数などを目的に合わせて簡単に設定できるようになる。

また、将来トレーニングコースなどの実習でも利用でき

ることを念頭に、回路設計や部品、部品の配置や配線な

どの検討も加え、海外での共同研究などにも持って行け

るように、小型化にも配慮した。

去年の共同研究の海外使用の結果、いくつかの課題が

分かり、その改良等を行ったので、今回の報告ではそれ

らの改良点と回路及びプログラムの特徴について報告

する。

2.2 改良点

①出力電圧の改良

写真 1．実習用ボード
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出力電圧は製作当初０～ 5V を考えていたが、海

外での使用時に、パルスを入力する装置により、

別の電圧を要求するものや装置側では変更できな

いものもあったため、電池仕様だけでなく AC ア

ダプターも利用できるようにした。

②出力電圧の微調整機能

電池や AC アダプターだけではちょうど良い電

圧を得ることが出来ないので、出力電圧を微調整

できるように調整回路を追加した。

2.3 回路の特徴

①使用 PIC に Timer を３つ備える PIC16F88 を選択

することにより、タイミングチャート図の条件を

実現しているが、開発言語に C 言語を選択したこと 図 1．回路図

により、開発、改良が比較的容易に行うことができ

ることが１つの特徴で、３つのタイマーの組み合わ

せで、さまざまなパルスを発生できる。

②電源回路を改良したことにより、出力したいパルス

の電圧に合わせて電池や AC アダプターを自由に選

択できる。海外での使用は、電池使用時にはさほど

問題はないが、海外仕様の AC アダプターを使用す

れば、海外での利用も問題なく行える。

③今回の回路では、２チャンネル用に設計している

が、ポートの許す範囲での拡張が可能であり、回路

製作には実験・評価用の PIC ボードを使用したこと

により、PIC 周りの回路配線が簡略化できていると

共に、電源（電池、AC アダプタ）の変更やポート

のプルアップ・ダウンなどが簡単に行える。

動作テストを依頼した結果、大変よい評価を得ること

ができ、NY での共同研究に使用されている。

2.4 PIC 用 C コンパイラについて

研究室用の開発には製品版の CCS Ｃコンパイラ(CCS

社)を使用しているが、フリー版や評価版のＣコンパイ

ラにも PICC Lite (HI-TECH)や統合環境を持つ mikro Ｃ

(mikroElektronika)など、実用的なものもある。 図 2．タイミング・チャート

しかし、コンパイラ毎に関数などの仕様が異なり、対

応している PIC や使用に制限があるため、コンパイラの

選択には注意が必要である。

上記のことからも分かるように、サンプルプログラム

と異なるコンパイラを使用している場合、サンプルソー

スをそのまま使えないことが多い。同様の機能を実現す

るために、関数から作る必要がある場合も多い。

2.5 考察

今回のような簡単な回路でも手配線を行った場合、配

線面の多くは煩雑になってしまう。これは、トレーニン

グコースなどで回路製作自習を行ったときなどに、うま

く動作しないときの回路確認などで妨げになることが多

い。また、所外からの問い合わせもあり、刺激パルス以

外での応用もプログラム次第で利用できるので、プリン

ト基板化してトレーニングコースや希望者に提供できた

らと考えている。

インターバルパルス

外部トリガ

3 m s

0 . 2 m s

パターン２

１２発

TIMER1

1 0 0 m s

1 .4 s

1 0m s

0 ～ 10 0m s

TIMER0

１０ms間隔の０～１００msの可変ディレイ・カウンタ

TIMER2
刺激パルス・カウンタ

0 . 3 m s 3 m s

写真 2．改良版
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3 生理科学実験技術トレーニングコース
生理学研究所では、全国の若手研究員・大学院生

・学部学生の教育・育成に多彩な形で取り組んでい

る。

技術課でも早い時期から「生理学実験のための電

気回路・機械工作」の一コースを受け持っており、

数多くの人にトレーニングを行って来ている。

さらに二つ目のコースとして、「C 言語による

PIC プログラミング」を去年より行っている。

4 技術課における研究所ミッションへの

展開（Ｃ言語によるＰＩＣプログラミング）

種々の実験の制御や計測に応用可能な PIC

(Peripheral Interface Controller)を取り上げ，PIC を応用す

るためのハードウェアとソフトウェアの基礎を学ぶこと

を目的に、ハードウェア実習では PIC 本体の構成と機能

ならびに周辺部品の概要を学び，「PIC マイコン学習キ

ット」の作製を行う。ソフトウェア実習では，C 言語の

プログラミングの基礎を学習し，PIC を制御するための

プログラムを作成する。作成したプログラムは，PIC ラ

イタにて書き込みを行い，先に作製した「PIC マイコン

学習キット」を使って動作確認を行う。このような実践

型の実習を通し，生理学実験に必要となる実験機器の製

作技術の基本と応用力の養成を目的とする。

現在は、工学系のトレーニングコースだけであるが、

今後も技術課の特色を生かした取り組みを行って行けた

らと考えている。

写真 4．オリジナル・テストボード

写真 3．第 19 回ポスター

No. タイトル

1 位相差電子顕微鏡の原理と実践

2 神経幹細胞の培養法

3 海馬神経初代培養と生細胞イメージング

4 遺伝子改変マウス作製の基礎から応用へ

5 in vitro 発現系を用いたイオンチャネ

ル・受容体の機能解析

6 2光子顕微鏡による細胞の動態と機能の

可視化解析法ーその基礎と応用

7 パッチクランプ法

8-1 スライスパッチクランプ法（基礎コー

ス）

8-2 スライスパッチクランプ法―応用コース

9 ゼブラフィッシュを用いた神経回路機能

の解析

10 摂食・飲水行動発現機構入門

11 麻酔下動物での急性電気生理実験

12 慢性動物実験法入門

13 視知覚の脳内メカニズムの実験的解析

14 脳磁図によるヒト脳機能研究の基礎

15 脳機能画像解析入門

16-1 生理学実験のための電気回路・機械工作

・プログラミング(1)

（ＰＩＣマイコンによる温度コントロー

ラーとバスチェンバーの作製）

16-2 生理学実験のための電気回路・機械工作

・プログラミング(2)

（Ｃ言語によるＰＩＣプログラミング）
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図 3.光部品

図 2.触覚刺激装置のブロック図

3.方法

刺激に用いる電極は図 1に示すように、一組の電極を指に巻き付け、10 Volt内外の波高値を持つパルス波

を短時間、両極間に与えることにより指に触覚刺激を与える。これはドイツ製で、中を開けてみると、外装

は木綿製のクロスにベルクロが縫い付けられたもので、電極材料にはスズメッキ網線が使用され、実験時は

水で濡らし使用される。刺激は、操作室内から行うが、撮影室のシールド壁により隔てられているため、図

2 に示す光リンクによる構成で製作した。

特徴：刺激条件の設定操作を行なうコントローラ及び、刺激パルスを発生するスティムレータの 2 つのユ

ニットで構成し、光部品（TOSLINK ：図 3）とプラスチック製光ケーブルにより両者を接続して動作させる。

製作に必要な部品類は可能な範囲で非磁性材料を使用した。

図 4.コントローラ

の回路図
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ＬＨＤ実験に向けての負イオン源の準備 

 

浅野 英児 

核融合科学研究所 技術部 

 

１． はじめに 

 核融合科学研究所ではプラズマの研究が進められている。そこで使われる実験装置として 

大型ヘリカル装置（LHD）が中心的な位置にある。その構成は、核となる装置本体をプラズマを 

制御する装置、プラズマを加熱する装置、各種計測装置が囲うように組まれている。技術職員は 

これらの装置と密接に関わっており、装置の規模の大きいことそして特色も異なるため、装置 

ごとにまた業務の種別によって分担するよう配置されている。この研究会の開催される頃は、 

今年度の LHD 実験に向けての準備が最終段階にある時期である。本報告では、担当する装置の 

概要と準備作業のひとつとして最近行ったものについて紹介する。 

 

２． 担当している装置について 

LHD の構成要素で分類するとプラズマ加熱装置ということになる。この装置は LHD 本体内で 

  閉じ込められたプラズマを高温度に加熱する働きをする。現在、３種類の加熱方法が LHD に適用 

  されており電気的に中性の高エネルギー粒子を入射する中性粒子入射加熱（NBI）、電磁波でプラズマ 

  中の電子を共鳴的に加熱する電子サイクロトロン共鳴加熱（ECH）、そしてやはり電磁波を用いて 

イオンを共鳴的に加熱するイオンサイクロトロン共鳴加熱（ICRF）である（図１）。 

 これら３種の装置にそれぞれ専任のスタッフが配されており、私を含めて５名の技術職員が NBI を 

担当している。年々プラズマに注入する加熱パワーの増強が求められ、現状４基の NBI を備えるまでに

なった。１基当たり５MW級の大電力装置ともなると一人で扱いきれるものでなく、委託運転員に付いて

もらうことは必須である。またビームの高効率化を目指して研究開発も研究者の手で進められており、

そういった意味でもグループで運用していく規模の装置であるといえる。 

 ハードウェアの点から NBI を説明すると、LHD 本体に繋がるものが中性粒子ビームを輸送する真空の 

容器ビームラインで、その上流端に高エネルギー粒子を生成する負イオン源が付いている。負イオン 

ビームは容器内で、導入されたガスを通過させることにより中性化されて LHD 本体内へ打ち込まれる。 

  付帯設備がビームラインの直近や別のフロアーに設置されており、それは負イオンを生成して加速する 

  ための大電流・高電圧直流電源であり、容器内を高真空に保つための排気ポンプであり、ビーム生成・ 

  輸送部の熱負荷を除くための冷却水ポンプなどである。ビームラインの外観を図２に示す。 

          

図１．大型ヘリカル装置と加熱装置の配置          図２．NBI2 号機の外観 
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３． 装置にまつわる年間の業務 

NBI は LHD 装置の一つであるので、LHD の年間スケジュールに合わせた予定が組まれる。典型的な 

  年間予定を表１に示す（注．プラズマ実験の期間は年度により多少の変動がある）。プラズマ実験が 

  始まる一か月前（表では９月）から NBI は運転を開始し、高エネルギー加熱入射に向けて調整をして 

  いく。プラズマ実験は約４ヶ月半続き、この間 NBI もプラズマ加熱を続けることになる。安定性を維持 

  するには細心の注意を払って運転することは勿論のこと、日常の点検も大事となる。運転前後で必ず 

  主要な個所の点検を委託運転員に励行してもらっており、異常が見つかった場合に直ぐに情報が上げら

れ対処できるようにしている。装置は長時間の運転に耐えうる様設計・製作されているが、イオン源 

にはビーム生成により消耗するものも付いており、これらを実験期間の中ごろに一度取り替えるように

している。その後の立ち上がり具合がプラズマ実験に大きく関与することから、この中間メンテナンス 

の日は実験全体スケジュール策定段階で検討される。運転には技術職員もサポートをしてさらには研究

者にもバックアップしてもらう体制をとっている。実験期間終了日に NBI の稼働も止める。 

 休止期間に入るとまず実験期間の運転データを整理し、ベース真空度やビーム出力の推移を纏めて 

装置の状況を検証する。また運転中に起こった不具合を洗い出して整理することも大切な作業となる。

LHD 本体の昇温が完了し真空容器が大気圧に戻されると（表では 3月初め）、併せて NBI も大気開放し 

点検が始められる。装置が大きいため実作業はメーカーに依頼しており、技術職員は LHD の他の装置の

点検作業と干渉せずに工程を進められるよう作業調整などを行っている。ビームラインやイオン源は 

まず内部の目視確認が行われ、問題となる箇所をリストアップして対策方法を検討し、年度を移して 

から改修・改造が行われる。付帯設備である受電盤、冷却水ポンプ、真空ポンプなどは点検から改修が

続けて行われる。これらメーカーによる点検作業の合間に技術職員は計測システムの改良や運転環境の

改善整備をしている。イオン源内部でダメージのあった箇所が修復されて送り返されてきた頃（表で 

６～7月）に次期運転の準備を始める。まずビーム生成に必要な部品の手入れをしたり新品を取り揃え

たりして用意しておき、イオン源が再組立てされるまでの間に取り付ける。そして改修の済んだビーム

ラインにイオン源を取り付ければ NBI 容器の真空排気ができる。大気圧からそれなりの真空度まで排気

して真空リーク試験にパスするまでの一連の工程はそれなりに手間の掛る作業ではあるが、最終段階で

かつ最も重要な工程であるので疎かにはできない。そして LHD 本体の整備完了を待って NBI を接続し 

万端整うということになる。 

表１．装置の年間予定 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運転

メンテナンス

（負イオン源）

大型ヘリカル装置

ＮＢＩ

プラズマ実験

真空排気

冷却 昇温

励磁

試験

調整運転＆ビーム入射

真空排気

定期

点検定期点検、改修・改造

精密点検
解体

点検中間メンテ
運転準備
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４． メンテナンス作業の紹介 

前章で述べたように、運転休止期間は装置の点検、改修・改造そして次の実験サイクルのための準備 

に充てられる。この章では NBI スタッフが中心となって行っている準備作業の一つとして「セシウム 

導入器の手入れ」を紹介する。 

４．１ セシウム導入器 

  電気的に中性な粒子ビームの素は、イオン源内で生成されたプラズマの構成粒子である負イオン 

である。これに負性の電界を掛けて加速させ、ガス中を通すことによりビームを中性化することが 

できる。イオン源プラズマ中には負イオンの他に電子も含まれており、負イオンの引き出し 

効率を上げるにはプラズマ中の負イオンの割合を上げてやればよい。その働きをするものがセシウム 

であり、イオン源に取り付けてセシウムを添加できるようにした専用の機器を持っている。 

 導入器の構成を図３に示す。金属セシウム（数ｇ）を詰めるタンク、作業用の仕切り弁、実際に 

 添加するのにリモートで開閉できるように付けた空圧弁、イオン源に挿入される散布ノズルから成る。 

 これらのパーツはコンフラットフランジで留められているので分解・組立てが容易である。負イオン源 

 に添加する際は蒸気にしないといけないので各パーツにはヒーターが巻かれて、熱電対も埋め込まれて 

 いる。導入器の温度制御を行うことで安定した送り込みを作ることができている。 

  実験が終わってイオン源が点検のために解体される時にこの導入器も取り外し、保管しておいて次の

実験のための準備に入る頃に手入れを行う。 

      

図３．セシウム導入器の構成 

 

４．２ 作業工程 

  運転で使った導入器をリフレッシュする作業の手順は次のようである。１）フランジ部を外して 

 パーツに分解する。２）不活性ガス密閉箱にてタンク内に残っているセシウムの量をチェックしておく。 

 ３）超音波洗浄機を用いてパーツを洗浄する。４）構造が開放型のパーツは高温槽で、複雑なものは 

 ヒートガンで手早く乾かせる。５）ノズルを除いた他のパーツを組み上げる。６）スクロールポンプに 

 繋ぎ、パーツ自身のヒーターで数時間炙りながら水分をできるだけ抜き取る（ベーキングと呼んでいる）。

７）再度分解して、タンクに新しいセシウムを詰める。８）導入器を完全に組み上げる。９）真空 

リーク試験装置を使って導入器単体で漏れがないかチェックしておく。 
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４．３ 用具の改良とその成果 

  導入器がこのタイプのものになって 7年。この作業を何度も経験して手順を覚えると作業効率を 

 上げることを考えるようになる。実験で使う導入器の数は 12 台。一つの工程でできるだけ複数の 

 ユニットを処理できた方がよい。洗浄機や高温槽は置くスペースが決まっているのでそこでの処理は 

改善できないが、ユニットのベーキングには改良すべきところがあった。やり始めた頃は、あり合わせ 

の用具即ちスライダックや温度計をパーツの数だけ集めてきて、温度を見て微調整しながら炙っていた 

のだが、そこから必要な用具を次のように改良した。 

① 多出力のヒーターコントローラを製作した。 

② 分配/切替えできる空圧管・排気管を整えた。 

図 4がそれらである。この改良により、2パーツの組上げを１ユニット分処理していたものが 

  ３パーツの組上げを２ユニット分一度にベーキングできるようになった。これは処理能力が倍以上 

  に上がったことを意味する。また、コントローラに温度調節器とタイマーを組み込んだことで 

目を離して他の作業に手を回せるようになった。さらに、配線・配管が整然と纏まって交換時の 

誤りを防ぐことにもなっている。 

        

図４．ベーキングの用具 

 

 

５． まとめ 

大型ヘリカル装置（LHD）ではプラズマを閉じ込めて保持する実験が行われる。プラズマの温度を 

 上げるためには加熱装置が必要で、中性粒子入射加熱装置（NBI）は主要な加熱機器として用いられて 

いる。数か月に及ぶプラズマ実験では、安定して中性粒子ビームを入射することが求められる。装置が 

トラブルを起こさず性能を発揮するためには実験期間外に十分整備しておくことが大事である。真空装置 

に付ける機器は小さな物でも整備するのに手間の掛るものであるが、作業性を良くするように工夫する 

ことを心掛けている。 
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中性粒子入射加熱装置（ＮＢＩ）の粒子入射パワー評価について 

駒田誠司

核融合科学研究所 技術部

１．はじめに

中性粒子入射加熱装置（ＮＢＩ）は、水素原子を高速で入射することによりプラズマを加熱する。入射ポ

ート通過パワー（入射パワー）は、ＮＢＩの加速電圧、電流などのデータとＬＨＤのプラズマ真空容器内の

ＮＢＩ入射対向面で測定された温度などをもとに評価され、プラズマ研究のためのデータとして、またＮＢ

Ｉ装置の運転や改良に利用される。この報告はその評価作業を紹介するものである。

２．使用するデータと評価作業

ＮＢＩの入射概念図を図１に示す。負イオン源で作られた水素負イオンビームは中性化セルで中性化され

る。その後、中性化されなかったイオンを取除かれて中性粒子ビームとなり、ＬＨＤの真空容器内に入射さ

れる。入射された中性粒子は真空容器内のプラズマ中で一部が電離してパワーをプラズマに供給する。残り

は中性粒子のままプラズマを通り抜けて対向面に設置された保護板に衝突して保護板の温度を上昇させる。

入射ポートを通過するビームのパワーと、負イオンビームの加速に使われた電力との比を入射効率と呼び、

パワー評価では入射パワーと入射効率、プラズマへの供給パワーを計算する。

使用するデータを以下に示す。他に、ＮＢＩ運転記録や実験ログ、実験報告書、プラズマ画像などを参考

にする。

・ ＮＢＩの加速電圧、引出電圧、加速電流など

・ 対向面温度

対向面の保護タイルに埋め込まれた３０個程度の計測チップ（モリブデン片）に取付けられた熱電対

で測定された温度

・ プラズマの電子密度

遠赤外線レーザー干渉計で測定されたデータ

・ 磁場、ガス、ＬＩＤヘッド位置などの実験条件

ＮＢＩ ＬＨＤ入射ポート

対向面保護板

プラズマ

負イオン源

ビーム

中性化セル

図１．ＮＢＩ入射概念図
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パワー評価作業は３つの作業からなる。以下に順に記す。

・ ショットごとの一覧表作成

ショットごとにＮＢＩ対向面の温度

計測からビーム幅、対向面到達パワー

などを求める。この結果と、磁場、ガ

ス、ＬＩＤヘッド位置などの実験条件、

ＮＢＩの加速電圧、入射時間などの運

転状態をあわせて一覧表を作成する。

図２はこのときの画面である。一日の

実験の後、実験条件などが登録される

のを待って深夜から行われるようにソ

フトを起動しておく。

・ 一日分のショットデータによる

解析

ショットごとの一覧表作成に続いて

一日分のデータを使った入射効率の計

算を行う（一次解析）。図３はこの結果

であり、電子密度とビームの対向面到

達との関係を見ることができる。×印

ひとつが１ショットであり、横軸は電

子密度、縦軸はビームの対向面到達パ

ワーと負イオンビームの加速に使われ

た電力との比である。また、実験条件

などによってこの関係は変わるため、

必要に応じて実験の翌日以降に、実験

条件などでショットを分けて解析する

（二次解析）。

・ 解析後のデータ登録

解析結果をもとに、入射パワーとプ

ラズマへの供給パワーの時間変化を解

析サーバーに登録する。これにより、

実験関係者がデータを参照できるよう

になる。

３．二次解析について

一次解析の後、多くの場合二次解析をする。ここにその例を挙げる。ＮＢＩは２台のイオン源の両方を使

用して入射するときと、ＡかＢかの片側のイオン源を使って入射するときがある。図４は、３０ショット程

度の両側入射に続いて１２０ショット程度のＡＢ交互片側入射をした日の解析結果である。一次解析結果の

丸で囲まれたショットは除いてある。入射効率は両側入射が３４％、Ａのみが３５％、Ｂのみが２９％であ

り、ＮＢＩの運転状態によって入射効率が変わる。

図２．一覧表作成時の画面

図３．一次解析結果
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プラズマ実験では水素、ヘリウム、ネオンなどのガスを使用している。ネオンを使用して実験をした日の

解析結果を図５に示す。一次解析のグラフと、ネオンを使用しなかったショット、ネオンを使用したショッ

トに分けて解析した結果である。ネオンを使用したショットの方が同じ電子密度でのビームの対向面到達が

図４．イオン源両側、片側入射をした日の解析結果

一次解析 両側入射

Ａのみ入射 Ｂのみ入射

一次解析 ネオンなし

ネオンあり

図５．ネオンを使用した日の解析結果
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少ない。このように、実験に使用するガスによって、電子密度とビームの対向面到達との関係が変わる。

この他、ＮＢＩの高エネルギー運転と低エネルギー運転、実験磁場、ＬＩＤヘッド使用と不使用や、これ

らの組合せで分けることがある。実際にはいろいろな分け方を試してみることが多い。

４．まとめ

対向面温度やプラズマ電子密度などを使って入射パワー評価を行い、入射パワーとプラズマへの供給パワ

ーを登録している。解析は、実験条件やＮＢＩの運転状態でショットを分けて行うが、一次解析結果を見て

ショットの適切な分け方を見つけることが大切である。しかし、いろいろな分け方を試しても分りやすい結

果が出ないこともある。
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第 3 回自然科学研究機構技術研究会参加者名簿 

      

      

国立天文台  分子科学研究所 

9 名   6 名  

 川島 進   鈴井光一  

 宮地竹史   青山正樹 

 岡田則夫   内山功一 

 篠田一也   高山 敬史 

 宮内良子   水川 哲徳 

 坂本彰弘   原田美幸 

 沖田喜一     

 山崎利孝  核融合科学研究所  

 小矢野久  20 名  
    山内健治 

生理学研究所   飯間理史 

6 名    多喜田泰幸 

 大庭明生   三宅 均 

 吉村伸明   谷口能之 

 戸川森雄   馬場智澄 

 佐治俊幸   米津宏昭 

 伊藤昭光   小林策治 

 市川 修   河本俊和 

    高橋千尋 

基礎生物学研究所  杉戸正治 

8 名    安井孝治 

 古川和彦   小嶋 護 

 小林弘子   浅野英児 

 田中幸子   駒田誠司 

 高見重美   加藤明己 

 中村貴宣   野村吾郎 

 東 正一   西村輝樹  

 三輪朋樹   森内貞智  

 森 友子   船戸美納子  
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第 3回 自然科学研究機構 技術研究会アンケート集計結果

技術研究会参加者にアンケート提出をお願いし、その結果について概要を報告します。

○次回以降に希望するテーマ等を是非御書き添え願います。

・ 共通テーマは難しいのでは。

・ 紹介が一巡したあとの方向性を考えるべきではないか。

・ 次回は５研究所で共通的な話題が１つずつあってもよい。

・ とりあえず５研究所が一通り開催するまでは各セクションの紹介を行う。

・ 共通テーマは難しい。

・ 特にテーマを設定せず、おたがいの技術紹介で良いと思う。

・ 多岐が良い。

○今回の技術研究会でお気づきの点や今後の技術研究会に関しましてご意見・ご要望等が有りましたら何で

も結構ですご記入下さい。

・ 他研究所の取り組みが理解できた。

・ 異分野での発表には興味深いものがある。研究者のコラボレーションがやりにくい我機構の中で、技術職

員のコラボレーションは十分可能との認識ができた。今後は人事交流も視野に入れた、交流も可能ではな

いか。世話人の方ご苦労様でした。

・ 運営ありがとうございました。

a良い
38%

b ほぼ良い

57%

c あまり良くない
5%

a期待通り
19%

b ほぼ期待通り
62%

c やや期待外れ
14%

d 期待外れ
0%

eどちらとも言
えない
5%

a良い
52%

b ほぼ良い
38%

c あまり良くない
10%

3. 研究会の内容は如何でしょうか？

a良く理解できた
19%

b ほぼ理解
できた
76%

c あまり理解できな
かった
5%

4. 他研究所の発表内容は理解できましたか。

1. 技術研究会の運営は如何でしょうか？ 2. 開催場所の環境は如何でしょうか？

74



・ 初めての参加者にとっては、少し案内不足も感じた。

・ 主催者側との交流の場がほしかった。

・ 今回の予稿集では難しい専門用語について「用語解説」を加えたのは良かったと思う。

・ 今後も「他分野の参加者にも理解しやすい 発表」を心がけてほしい

・ 充分な質疑応答の時間がとれるよう、発表時間を考慮してほしい。

次回も今回同様、座長が発表者に先立って、研究所の紹介と発表の概略を話して下さると、全体像が見え良

いと思います。
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技術研究会プログラム 

 

平成 20 年 7 月 24 日（木）     

12:30～ 受付（管理･福利棟 4階 第 1会議室)   

13:00～ 開会の挨拶（管理･福利棟 4 階 第 1会議室)     

  挨拶 自然科学研究機構 核融合科学研究所 副所長 須藤 滋  

13:10～ 特別講演 （管理･福利棟 4 階 第 1会議室)     

  講演題目 未来のエネルー源 「核融合」   

  講師 高周波加熱プラズマ研究系 教授 中村幸男   

14:00～ ＊写真撮影、事務手続き   

14:30～ 分子科学研究所  座長:機器センター 高山敬史

  講演内容の概要 機器センター 高山敬史

 1-1 分子研装置開発室における先端加工技術開発の取り組み 機器開発技術班 青山正樹

 1-2 電子機器・ガラス機器開発技術班業務紹介 電子機器ガラス機器開発技術班 内山功一

 
1-3 分子研・低温施設の紹介 

機器センター 

 

高山敬史

水川哲徳

 1-4 分子研広報室の業務紹介 学術支援班 原田美幸

16:00～ 休憩    

16:10～ 国立天文台 座長:先端技術センター 岡田則夫 

  講演内容の概要 先端技術センター 岡田則夫

 2-1 石垣島天文台の建設と運用 水沢 VERA 観測所/石垣島天文台 宮地竹史

 2-2 太陽観測所の紹介 太陽観測所 篠田一也

 2-3 木曽紫外超過銀河（KUG）の探査観測とカタログ作成 光赤外研究部 宮内良子

 2-4 国立天文台の安全衛生への取り組み 研修・教育等 野辺山宇宙電波観測所 坂本彰弘

17:40～ 休憩    

18:00～ 懇親会（管理・福利棟 1階 土岐っ子）   

19:00～ 解散    

 

76



 

 

 

平成 20 年 7 月 25 日（金）     

9:00～ 生理学研究所 座長:技術課 市川 修 

  講演内容の概要 技術課長 大庭明生

 3-1 情報ネットワークを利用したセミナー等ライブ配信システムの構築  技術課 吉村伸明

 3-2 認知実験用行動検査装置の開発 技術課 戸川森雄

 3-3 マウス摂水量連続計測装置の開発 技術課 佐治俊幸

 3-4 研究室における技術職員の技術支援について 技術課 伊藤昭光

 3-5 触覚刺激装置の製作 技術課 市川 修

10:30～ 休憩   

10:40～ 基礎生物学研究所 座長:技術課 小林弘子

  講演内容の概要 技術課 小林弘子

 4-1 実験植物としてのアサガオの紹介 技術課 田中幸子

 4-2 質量分析装置に用いるスプレーヤーの改良について 技術課 高見重美

 4-3 タッチパネルを用いた情報掲示システムの作成 技術課 中村貴宣

 4-4 大型スペクトログラフと光生物学実験 技術課 東 正一

12:10～ 休憩   

13:10～ 核融合研   座長:技術部長 山内健治

  講演内容の概要 技術部長 山内健治

 5-1 円形テーパ導波管&コルゲートテーパ導波管の内面加工方法 製作・安全衛生課 杉戸正治

 5-2 ガス入射装置のフィードバック制御回路の設計・開発 装置技術課 安井孝治

 5-3 LHD 計測データ保存ストレージの変遷と展望 計測技術課 小嶋 護

 5-4 LHD 実験に向けての負イオン源の準備 加熱技術課 浅野英児

 5-5 中性粒子入射加熱装置（ＮＢＩ）の粒子入射パワー評価について 制御技術課 駒田誠司

14:40～ 休憩    

14:50～ 施設見学（LHD 実験装置等）     

16:00 解散    
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